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 本論文はサッカーで良く行われる方向変換動作を体力的観点，技術的観点，実践的観
点から検討し，スポーツ現場における方向変換の指導に繋がる指針を提示することを目
的としたサッカー現場に即した研究であり，その内容は 3 種類の研究からなっている． 
 研究①では方向変換走と直線走および垂直跳びの関係を見ている．結果として全ての
方向転換走スピードは，直線走スピードおよび垂直跳び跳躍高との間に有意な相関関係
を認められた．しかし一方で，重回帰分析からの決定係数は 0.22 < R2 <0.29 と高い値
ではなく，また方向変換走の種類により異なる直線走スピード，垂直跳び跳躍高の標準
偏回帰係数に有意性が認められた事より，方向変換動作は走スピードや跳躍力以外の体
力的，技術的要素が関係している部分が大きいとしておりきわめて妥当な結論である．
なお本研究は「方向変換走と直線走および垂直跳びの関係—重回帰分析を用いた検討—
としてトレーニング科学第 23 巻 2 号（2010）に掲載されている． 
 研究②は方向変換動作と体幹運動の関係を見た研究である．本研究は実験室での研究
であり，方向変換時の体幹位置は Point Cluster 法で求めている．結果として方向変換
時の体幹運動は，接地全体の約 40~50%で位相が変化すること．また，足部接地時から
最大傾斜時までの体幹前傾変位量と方向変換走タイム，接地時間の間に有意な相関関係
が認められたとしている．通常の 3 次元解析システムでは難しい体幹変位量を Point 
Cluster という新しい手法を施行し，角度計測を行ったことは賞賛に値する．本研究は
“the relationship between performance and trunk movement during change of 
direction”として Journal of Sports Science and Medicine 第 10 巻 1 号に（2011）投稿
されている． 
 研究③は実際の試合中の方向変換動作を Model-Based Image-Matching (MBIM)法
を用いて三次元計測し，スポーツ現場で求められる変換動作はどのような動作であるの
か，またどのような方向変換動作が推奨されるべきなのかを定量的に判定する研究であ
る．MBIM の具体的な手法は「サッカー選手における後方への方向変換能力に関する
研究」としてスポーツ科学研究 5 巻（2008）に解説されている．本法は実際に練習や
試合時に撮られた方向変換動作の映像の中から，3 方向以上の異なるカメラで正確に撮
られた映像を選び出し，次に各映像に対してキャリブレイションされた当該選手の全身
骨格映像を 1 コマずつマニュアルで入れ込んでいくという膨大な作業を要する解析法
である．今回はまず MBIM の信頼性を検討すべく，同一検者が 5 回実施した時の検者
内信頼性，および2名の検者がそれぞれ1回ずつ実施した時の検者間信頼性を検討した．
その結果体幹部，股関節，膝関節屈曲角度の級内相関係数は > 0.91 と非常に高く，そ
の他の運動においても 0.69 ~ 0.92 と比較的高い信頼性が得られ，本法の有用性が示さ
れた．次に試合や練習で生じた 1 対 1 守備の方向変換 4 例を対象に MBIM 法を行い，
方向変換時の接地時間，身体重心高の変位量および体幹部，股関節，膝関節屈曲角度を
算出した．2 例は攻撃選手のドリブルを阻止することが出来ている成功試技，2 例は攻
撃選手のドリブルを阻止できなかった不成功試技であった．結果として成功試技におけ
る方向変換の特徴として，短い接地時間，少ない身体重心高の変位，より浅い体幹部，
膝関節，股関節屈曲角度で構える姿勢を示す事が，MBIM の解析結果より定量的に判
定された．本法によりパフォーマンスに繋がる動作の特徴を定量的に把握し，それをフ
ィードバックすることにより，競技現場で生じた動作そのものを，現場でコーチ等が
個々に指導することが可能になったと考えられる．MBIM 自体は競技中の外傷発生メ
カニズムの解析のために Tron Krosshaug が開発した手法であるが，これをサッカーの
変換動作の解析に用いたのは笹木正悟氏が初めてであり，パフォーマンス動作の実践的
な解析と選手の技術指導の面からも重要な手法であると思われる． 
 以上サッカー選手の方向変換動作を体力的観点，技術的観点，実践的観点から検討し，
スポーツ現場における方向変換の指導に繋がる指針を提示した本論文は革新的な面が
多く，本研究を主体的に行った笹木正悟氏が、博士（スポーツ科学）の学位を授与する
に十分値するものと認める。 
以上 
